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福
祉
会
関
連
の
行
事
実
績
と
予
定

福
祉
会
会
員
の
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
も
こ
こ
に
き
て
急
激

に
縮
小
を
見
せ
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
み
な
さ
ん
一
人
一
人

の
思
い
や
り
と
配
慮
、
医
療

関
係
者
の
方
々
の
賢
明
な
頑

張
り
の
結
果
な
の
だ
と
思
い

ます。収
束
ま
で
あ
と
一
息
の
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、

乾
燥
す
る
季
節
と
な
り
ま
す

が
、
予
防
対
策
を
継
続
し
て
、

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
と
の
活
発
な
活
動

を
再
び
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
、
今

後
の
活
動
予
定
は
以
下
の
通

り
で
す
。

0
1
0
月

1
0
月
6
日
（
水
）
～
8
日
（
金
）

第
2
7
回
「
千
葉
市
障
害
者

作
品
展
」
　
・
・
・
開
催

1
0
月
1
6
日
（
土
）

月
例
理
事
会
・
・
・
開
催

1
0
月
2
3
日
（
土
）
～
2
5
日
（
月
）

第
2
1
回
全
国
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
　
三
重
県
こ
と

わ
か
大
会
　
・
・
・
中
止

〇
日
月

日
月
1
3
日
（
土
）
　
月
例
理
事

会
　
・
・
・
開
催
予
定

日
月
1
6
日
（
火
）
　
千
葉
県
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

e

＿
教
書
〇
〇
　
〇
〇
裏
〇
〇
〇
〇
●
●
i
○
○
〇
〇
〇
〇
の
食
費
嶋
田
う
う
．

・
・
・
縮
小
開
催
予
定

0
1
2
月

1
2
月
4
日
（
土
）
　
第
2
3
回

千
葉
市
障
害
者
福
祉
大
会

・・・開催予定

1
2
月
1
8
日
（
土
）

年
末
評
議
員
会

・・・開催予定

0
1
月

1
月
2
3
日
（
日
）

第
7
1
回
　
身
体
障
害
者

福
祉
大
会
・
・
・
中
止

（
広
報
委
員
会
）



1992年4月17日　第三種郵便物認可（毎月3回7の日発行）
2021年11月4日発行　SSKR増刊通巻第9342号

（隔月）千葉身障　　　　　　　　　第278号（2）

磋籠轟董鑓J
S－　　＿＿＿＿＿＿

赤い羽根共同募金

号根

「
年
末
評
議
員
会
」
開
催
決
定

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
為
、
や
む
な
く
書
面
会
議
で
の
開

催
と
な
っ
た
年
末
評
議
員
会
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
も
解
除

さ
れ
、
2
年
振
り
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

一
昨
年
の
よ
う
に
一
部
、
評
議
員
会
。

二
部
、
忘
年
会
。
と
は
残
念
な
が
ら
実

行
す
る
こ
と
が
出
来
ず
。
一
部
、
評
議

員
会
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
二
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て

の
開
催
で
す
の
で
、
是
非
評
議
員
の
方

は
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
開
催
日
時
…
1
2
月
1
8
日
㈲

9
時
～
日
時

・
開
催
場
所
…
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
2
階

蘇
我
コ
ミ
分
館
　
講
習
室
3
・
4

参
加
さ
れ
る
方
は
当
日
マ
ス
ク
着
用
、

コ
ロ
ナ
対
策
実
施
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
1
2
月
度
の
月
例
理
事
会
は
評

議
員
会
に
代
わ
る
為
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

（
広
報
委
員
会
）

第
2
3
回
「
千
葉
市
聖
書

福
祉
大
書
開
催
重
口

毎
年
開
催
の
「
千
葉
市

障
害
者
福
祉
大
会
」
は
1
2

月
4
日
（
土
）
9
時
5
0
分
か

ら
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ザ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
も
昨
年
同
様
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
開
催
時
間
、

内
容
等
に
変
更
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
現
段

階
で
検
討
中
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

詳
細
情
報
、
参
加
者
は

付
添
者
を
含
め
1
3
名
が
決

定
。
参
加
証
が
届
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

来
場
さ
れ
る
際
に
は
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
（
京

成
千
葉
寺
駅
ま
た
は
路
線

バ
ス
等
）
を
利
用
す
る
か
、

自
動
車
で
の
乗
り
合
わ
せ

上
、
青
葉
の
森
駐
車
場
を

ご
利
用
下
さ
い
。

連
合
会
　
T
E
L
‥

0
4
3
－
2
0
9
－
3
2
8
ェ

（
広
報
委
員
会
）

第
7
1
回
「
身
体
障
害
菩

福
祉
大
会
」
中
止
報
告

令
和
4
年
1
月
に
予
定

さ
れ
て
い
た
、
第
7
1
回
『
身

体
障
害
者
福
祉
大
会
』
で

す
が
昨
年
に
引
き
続
き
中

止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

会
員
の
皆
様
に
は
、
非
常

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、

依
然
、
感
染
防
止
対
策
の

為
、
式
典
開
催
会
場
の
入

場
制
限
、
福
祉
バ
ス
た
い

よ
う
号
の
乗
車
人
数
の
制

限
、
飲
食
時
の
さ
ら
な
る

人
数
制
限
、
カ
ラ
オ
ケ
不

可
等
、
開
催
を
す
る
に
は

ま
だ
ま
だ
多
く
の
解
決
す

べ
き
問
題
が
あ
り
、
会
員

家
族
皆
様
の
安
全
も
考
慮

し
た
上
で
の
中
止
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
感
染
拡
大
は

収
束
の
兆
し
を
み
せ
て
お

り
ま
す
、
今
一
度
皆
様
の

ご
協
力
で
こ
の
感
染
拡
大

を
終
わ
ら
せ
、
第
7
2
回
こ

そ
開
催
出
来
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
！

（
広
報
委
員
会
）

第
2
7
回
「
千
葉
市

障
害
者
作
品
展
」

千
葉
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

合
会
主
催
の
障
害
を
持
つ
人
達
が
精

魂
込
め
た
、
数
々
の
作
品
の
コ
ン

テ
ス
ト
　
第
2
7
回
「
千
葉
市
障
害
者

作
品
展
」
は
1
0
月
6
日
㈱
～
8
日
織
、

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
5
階
、
市
民

サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
福

祉
会
会
員
の
方
に
も
出
展
、
見
事
受

賞
さ
れ
た
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す。
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
部

門
…
書
道
　
作
品
名
「
す
ご
い
」

東
　
茂
昭

・
努
力
賞
　
部
門
…
手
工
芸
　
作
品

名
「
さ
を
り
織
り
」
　
　
布
川
弘
子

・
努
力
賞
　
部
門
…
陶
芸
作
品
名

「
お
茶
会
」
　
　
　
　
　
木
戸
順
子

受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

尚
、
当
会
の
役
員
さ
ん
に
は
、
会

場
の
設
営
等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。
（
広
報
委
員
会
）

譲
′
′

赤
い
羽

い
て
前

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
当
福
祉
会
も
赤
い

羽
根
募
金
の
助
成
金

の
一
部
で
活
動
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
助
成
金
を
頂

き
活
動
を
し
て
い
る
証
と
し

て
、
添
付
さ
れ
て
い
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
表
示
し
、
募
金
い

た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
、

募
金
の
利
用
先
を
明
示
す
る

よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
福
祉
会
で
も
、
赤
い
羽

根
募
金
の
活
性
の
為
、
今
後

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
積
極
的
に
掲

載
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
も
是
非
、
こ

の
記
事
の
内
容
を
ご
家
族
の

方
、
知
人
の
方
に
広
め
募
金

活
動
の
活
性
化
の
手
助
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
余
談
に
は
な
り
ま
す

が
、
赤
い
羽
根
に
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
と
本
物
の
羽
の
2

種
類
が
配
布
さ
れ
て
い
て
、

本
物
の
羽
は
ニ
ワ
ト
リ
の
羽

を
染
色
し
て
配
布
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

（
広
報
委
員
会
）
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千
葉
身
障
の
歴
史
⑦

千
葉
身
障
の
歴
史
も
今
回
で
7
回

目
を
迎
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
依
然
、
福
祉
会

の
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
が
出
来

ず
、
広
報
誌
の
掲
載
記
事
、
の
ネ
タ

に
つ
い
て
も
苦
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ま
ん
延
も
次
第
に
収
束
を
見
せ
始

め
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
誌
も
再
び
賑
わ
い
を
見

せ
ら
れ
る
と
き
も
、
も
う
す
ぐ
そ
こ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
題
に
戻
り
ま
す
が
、
今
回
の
千

葉
身
障
の
歴
史
で
振
り
返
る
記
事
は

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
4
0
年
前
。
第
3
8
号
、

昭
和
5
6
年
H
月
号
の
記
事
と
な
り
ま

す。
1
面
目
に
は
重
度
障
害
日
帰
り
旅

行
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

旅
行
先
は
勝
浦
簡
易
保
養
セ
ン
タ
ー

に
行
か
れ
、
食
事
や
自
然
を
満
喫
さ

れ
た
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
面
目
に
は
第
1
6
回
運
動
会
開
催

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
当
時
の
活
発

な
活
動
が
文
章
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま

した。3
面
目
に
は
秋
季
見
学
、
研
修
旅

行
と
し
て
福
島
県
芦
ノ
牧
温
泉
へ
向

か
わ
れ
た
時
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
時
は
バ
ス
3
台
を
貸
し
切
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
3
、
4
面
目
に
ま
た
が
り

1
6
地
区
の
地
区
会
報
告
が
マ
ザ
ー
牧

場
に
赴
き
開
催
さ
れ
た
記
事
も
掲
載

さ
れ
、
当
時
は
色
々
な
場
所
へ
赴
き

活
動
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
羨
ま
し
く

思
い
ま
す
。

4
面
目
に
は
4
市
合
同
体
育
祭
の

開
催
報
告
、
千
葉
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
開
催
予
告
記
事
、
三
笠
宮

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

予
告
記
事
と
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
の

記
事
が
所
狭
し
と
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す。
今
現
在
の
我
々
も
当
時
に
負
け
な

い
く
ら
い
の
元
気
で
当
福
祉
会
を
こ

れ
か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

ーフ○過
去
記
事
の
振
り
返
り

・
第
1
号
　
第
3
0
号
　
第
1
0
0

号
　
第
1
5
0
号
　
第
1
5
2
号

第
1
9
6
号

（
広
報
委
員
会
）
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T
は
出
国
問

ー

一

一

▲

●

〉

　

－

一

′

“

章

一

，
章
一
／
重
：
●
〇
〇
二
し
－
露

∴
　
■
筆
書
一
●
●
l
L
l

し

．

．

‘

・

＿

子

章

へ

一

L

L
ヽ
）
－
　
　
　
．
－
；
ふ
．
、

、
一
i
鱒
－
，
－
－
÷
　
　
ノ
二
し

●
、
着
●
－
＿
支
〃
′
∵
－
－U

●
〓
賀
t
ノ

タ

　

，

，

パ

裏

′

て

∴

〃

置

、

エ

簾
一
．
▲
五
三
●
心
●
（
．
人
‘
二
五

二
＿
一
●
農
、
、
　
嶋
．
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．
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／
．
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．
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～福祉会会員募集～

福祉会は発足70周年を迎えました。更に発展するように、会員募集中です。
知り合いの方や、お近くで身体障害者手帳をお持ちの方を地区役員に紹介ください。

（組織委員会）
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